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暮
ら
し

暮
ら
し

～
20
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
へ
～

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
か
ら

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
、
働
い
て
い
る
世

代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考

え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
必
ず
加
入
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
20
歳

に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年

金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト
】

▼
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る

た
め
、
安
定
し
て
お
り
、
年
金
の

給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ

れ
ま
す
。

▼
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
65
歳
以
降
に

受
給
す
る
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　
室
蘭
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室
（
☎
０
１
４
３

－

24
－

５
０
６
１
）／
住
民
税
務
課
住
民・

戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

国
民
健
康
保
険・後
期
高
齢
者

医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
医
療
費
通
知
の
送
付

　
被
保
険
者
の
医
療
費
総
額
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
「
医
療

費
通
知
」
を
年
２
回
、
対
象
期
間

に
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し
た
全

て
の
被
保
険
者
へ
送
付
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
自
己
負
担
分
を
除
い

た
医
療
費
は
、
国
民
健
康
保
険
制

度
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら

支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
健
康

管
理
の
重
要
性
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
医
療
費
の
適
正
化
や
被

保
険
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と

が
目
的
で
す
。

▼
医
療
費
控
除
の
申
告

　
こ
の
お
知
ら
せ
は
、
医
療
費
控
除

の
申
告
手
続
き
で
医
療
費
の
明
細
書

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

記
載
の
な
い
も
の
は
、
領
収
書
に
基

づ
い
て
作
成
し
た
明
細
書
を
申
告
書

に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
注
意
事
項

　
医
療
機
関
の
請
求
遅
れ
な
ど
で

一
部
の
受
診
記
録
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

自
己
負
担
額
は
、
医
療
費
助
成
を

受
け
て
い
る
場
合
な
ど
、
記
載
さ

れ
て
い
る
金
額
と
実
際
に
自
分
が

負
担
し
た
金
額
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
お
知
ら
せ
は
請

求
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

手
続
き
も
不
要
で
す
。

■
問
合
せ　
住
民
税
務
課
国
民
健

康
保
険
係
、
長
寿
・
医
療
助
成
係

（
☎
74

－

３
０
０
２
）
／
北
海
道

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎

０
１
１

－

２
９
０

－

５
６
０
１
）

　洞爺湖町に在住し国民健康保険に加入して
いる世帯で、保険税を完納し、まったく病院
にかからなかった健康優良家庭に贈られます。

●20年
● 15 年
● 13 年
● 12 年
● 9年
● 7年
● 6年
● 5年

● 4年
● 3年
● 2年

● 1年

賀上敏洋さん
大屋豊幸さん
大平かほるさん、打田正幸さん
和田泰光さん
高橋忠志さん、松岡春夫さん
三上昭裕さん
矢野憲康さん
長谷川雅志さん、松村司さん、齊藤栄子さん、
蒔苗弘さん
佐々木晴彦さん、佐藤崇さん
今村厚二さん、小山尊広さん、野田憲昭さん
髙橋雅之さん、岩佐敏昭さん、志萓時彦さん、
川村正昭さん、秋山吉一郎さん、田所政志さん、
小山幸子さん、室田崇行さん、奥村稔さん
大西忠博さん、曽川泰寛さん、猪狩康則さん、中
川哲治さん、内村正司さん、長谷川孝三さん、齊
藤英樹さん、泉達留さん、杉上一弘さん、鈴木泰
夫さん、落合毅さん、木村洋子さん、柴谷好範さん、
秋間直美さん、小澤順二さん、飛田章さん、寺島
ゆうこさん、小栗鉄英さん、溝部万莉さん

国民健康保険優良家庭表彰 た
は
世
帯
構
成
員
で
あ
り
、
申
請

時
に
同
居
し
て
い
る

・
１
、２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

お
よ
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
や
Ａ
ラ
ン
ク
の
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
が
世
帯
主
ま

た
は
同
居
し
て
い
る

・
ひ
と
り
親
世
帯
で
満
18
歳
未
満

の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

※
申
請
時
に
「
生
活
保
護
世
帯
」、

「
施
設
や
病
院
に
入
所
・
入
院
し
て

い
る
単
身
世
帯
」、「
冬
期
間
町
外
に

滞
在
し
て
い
る
世
帯
」
は
対
象
外

②
収
入
（
令
和
７
年
中
の
１
か
月

あ
た
り
の
収
入
）

・
１
人
世
帯　
10
万
７
千
円
未
満

福
祉
灯
油
購
入
助
成
の

お
知
ら
せ

▼
条　
件

①
支
給
対
象
世
帯

・
満
65
歳
以
上
の
人
が
世
帯
主
ま

お知らせ
information
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お知らせお知らせ

　洞爺湖町内のすべての学校において小中一貫教育を導入するにあたり、学校のみならず保護者、地域を
含めた町民総がかりで、子どもたちの健やかな育ちを支えていく指針として（仮称）「洞爺湖町が目指す15
歳の姿」を設定します。つきましては、この指針に関する意見を募集いたしますので、ぜひご応募ください。

洞爺湖町小中一貫教育導入に係る「目指す子ども像」の設定について

1. 募集する意見

　義務教育が修了（中学校卒業相当）するときに、子どもたちに身についていてほしい力や、こんな姿
になっていてほしいという願いを 3つ程度、キーワードで記入してください

募集期間：1 月末日まで
募集方法：①右記QRコード
　　　　　②メール（ky_gakkou@town.toyako.hokkaido.jp）
　　　　　③郵送（〒 049-5692 洞爺湖町栄町 58番地 洞爺湖町教育委員会教育推進課あて）
　　　　　④任意の様式に記入し教育委員会窓口に持参
　　　　　※町内に居住する人、1人 1 回まで

2. 意見募集後の流れ

①熟議（5～6人程度ずつのグループ協議）
・日　時　2月14日（土）9：30～11：30
・会　場　洞爺湖文化センター大ホール
・参加者　参加を希望する町民を公募（15 人程度）（児童生徒・保護者・
教職員・学校運営協議会代表については別途依頼いたします）
※参加を希望する町民の公募についての詳細は、町HPをご確認ください

②「目指す子ども像」の決定
　教育における「知・徳・体」に分類し、使用するキーワードをもとに、
洞爺湖町校長会の協力をいただき文章化していきます

～参考～

第 2次洞爺湖町の教育目
標と教育ビジョン（平成
29 年度～令和 8年度か
ら抜粋）

基本理念
・自然豊かな大地で、自立の
精神にあふれ、夢や希望の実
現に挑戦し、これからの社会
を担う人を育む
・心豊かに、ともに支え合い、
ふるさとに誇りを持つ人を育む

教育目標
＜子どもたちの目標＞
・確かな学力、豊かな身体、
豊かな人間性を育み、自立し
た生き方を支える教育の推進■問合せ　教育推進課（☎ 74-3009）

　民生委員・児童委員は、国・道から委嘱された、私たちに一番身近
な暮らしの相談員です。困りごとがあれば、遠慮なくご相談ください。

新しい民生委員・児童委員のみなさん

担当地区 氏名（敬称略）
1　　区 野坂　登
3　　区 木村　祐賢
4　　区 千葉　真理子
5　　区 小林　美智子

6　　区
長谷川　幸子
尾形　幸栄
石原　英司

三豊・かっこう台 葛西　和彦
7　　区 大木　郁子
8　　区 熊谷　深雪

入江 1区
山内　えい子
江辺野　正一

入江 3区 相澤　正一

入江 4区
齊藤　実代子
萩原　直美

泉
齊藤　明子
永井　宗雄

青葉 1区 沼田　敏博
青葉 2区 小塚　由美子

担当地区 氏名（敬称略）
清　　水 野口　喜美子
月　　浦 青山　伸子
花　　和 塩野谷　久子
温泉 1区 板垣　恵美子

温泉 2・4・5区 小林　圭子
温泉 3区 奥山　洋子

温泉 8区
七戸　朝子
齋藤　美穂

1～ 3・6町内 稲實　邦章
4～ 5町内・曙 寺田　ゆかり

美沢西・美沢東・温泉病院 斉藤　ももえ
財田・川東・岩屋 佐々木　綾子
成　　香 丸田　明
香　　川 巻　進
大原・富丘 矢野　春美

主任児童委員
佐藤　正記
澤田　敏子
以西　水音

・
２
人
世
帯　
14
万
２
千
円
未
満

・
３
人
世
帯　
17
万
７
千
円
未
満

・
４
人
世
帯　
21
万
３
千
円
未
満

・
５
人
世
帯　
24
万
８
千
円
未
満

・
６
人
世
帯　
28
万
３
千
円
未
満

・
７
人
以
上　
１
人
増
加
す
る
ご

と
に
３
万
５
千
円
加
え
た
額
未
満

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
令
和
７
年
中
の
収
入
状
況
が
わ

か
る
も
の
（
年
金
の
支
払
通
知
書
、

源
泉
徴
収
票
な
ど
）
世
帯
全
員
分

・
事
業
所
得
が
あ
る
人
は
令
和
６

年
分
の
確
定
申
告
書
の
写
し

・
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状

▼
申
請
場
所　
介
護
高
齢
課
、
洞

爺
湖
温
泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支
所

▼
申
請
期
限　
３
月
２
日（
月
）ま
で

▼
購
入
助
成
の
量　
１
世
帯
当
た
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ここととううやや No.57
　「防災とボランティアの日」は、1995 年の阪神・
淡路大震災をきっかけに制定され、地震や台風、豪雨、
火山噴火など自然災害が発生した際に、被災地で様々
なボランティア活動が行われております。
　2000 年の有珠山噴火の際にも、泥流除去、除灰
作業など多くの災害ボランティアの方々が復旧・復興
のために大きな役割を果たしてくれました。
　災害が発生したら、すぐにでも被災地へ駆け付け
たいという思いがあるかもしれませんが、行く前に被
災地の状況を確認することが重要です。
　「とりあえず現地へ行こう」と行ってみても、現地
ではボランティアの受け入れ態勢が整っていない場合
があります。力を発揮できないばかりか災害復旧作
業の妨げになることもあります。
　求められるニーズは、災害や被災地によって異なり
ます。緊急対応を行っている被災地の自治体に直接
電話をすることは避け、ボランティア活動を支援・推

1月17日は1月17日は
「防災とボランティアの日」「防災とボランティアの日」

進している全国社会福祉協議会などの SNS やウェブ
サイトで最新の情報を必ず確認しましょう。

　
民
生
委
員
や
、
自
治
会
長
、
福

祉
委
員
に
ご
協
力
い
た
だ
き
調
査

を
行
い
ま
す
の
で
、
担
当
の
民
生

委
員
が
訪
問
し
た
際
に
は
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

選挙管理委員会からのお知らせ
　洞爺湖町長選挙の期日が次のとお
り決まりました。
▶選挙期日　4月 12 日（日）
▶告示日　　4月 7日（火）
▶住所要件　1 月 6 日以前に転入し、
引き続き町内に3カ月以上居住してい
る人
▶年齢要件　平成 19 年 4月 13 日以前
に出生し、引き続き３カ月以上居住
している人

洞爺湖町長選挙に
係る立候補予定者
説明会
▶日　時　2月12日（木）
10時から
▶ 場　所　洞爺湖町役場
防災研修ホール

■問合せ　選挙管理委員会（☎74-3000）

▶ 日　時　2月 15 日（日）13：00～ 15：15
▶ 会　場　洞爺湖万世閣
▶ 内　容　①講演　②交流会　③体験会
▶ 対　象　町民、町内の医療・介護・福祉・保
健事業の関係者および従事者
▶ 定　員　150 人
▶ 申込み　電話または右記QRコード
■問合せ　健康福祉課（☎ 76-4006）

とうやこケアネットワーク講演会

【臨時送迎バス停留所】
　万世閣到着予定 12：30、出発予定 15：30 で
以下の通り運行します（帰りは行きの逆ルート）。
申込みと合わせてご連絡ください。

虻田地区（行き）
12：00 泉集会所
12：02 泉いちばんぼし前
12：03 入江集会所
12：05 道南バス停 板谷川前
12：07 道南バス停 高砂ひろば
12：09 道南バス停 赤川橋
12：15 洞爺駅
12：20 道南バス停 虻田高校前

洞爺地区（行き）
11：55 財田集会所
12：00 洞爺総合センター
12：10 大原ふるさと会館
12：15 香川コミュニティーセンター
12：20 なるか愛郷の家

除
雪
作
業
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
！

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

【「
賛
助
会
員
」の
募
集
と
ご
協
力
の

お
願
い
】

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
こ
の
町
で
幸

せ
に
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
を

願
い
、
地
域
福
祉
の
中
核
と
し
て

町
や
地
域
の
方
々
と
連
携
・
協
働

の
も
と
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
賛
助
会
員（
会
費
）の
募
集
は
、

社
協
が
行
う
地
域
福
祉
事
業
の
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　
２
月
～
３
月
末
日

【「
65
歳
以
上
名
簿
作
成
」へ
の
ご
協

力
の
お
願
い
】

　

高
齢
者
の
安
否
確
認
、
見
守
り

活
動
の
ほ
か
災
害
・
緊
急
時
の
要
援

護
者
の
把
握
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
毎
年
度
、

実
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

り
灯
油
１
０
０
リ
ッ
ト
ル

▼
支
給
方
法　
郵
送
に
て
「
福
祉

灯
油
購
入
助
成
券
」
を
交
付

▼
助
成
期
限　
３
月
20
日（
金
）ま
で

■
問
合
せ　
介
護
高
齢
課
（
☎
74

－

３
０
０
１
）

■
問
合
せ　
洞
爺
湖
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
76

－

４
３
６
３
）

【ボランティアの例】



  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 
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お知らせ

相
　
談

無
料
法
律
相
談
会
開
催

冬
の
月
蒼
き
湖
面
に
銀
の
道

　
　
川
上
智
恵

歳
晩
や
栞
は
さ
み
し
古
書
あ
ま
た

　
　
　
佐
藤
美
風

澄
む
空
の
枝
に
戯
る
枯
葉
か
な

　
　
　
亀
倉
千
鶴
子

娘
に
伝
ふ
我
が
家
の
文
化
に
し
ん
漬

長
曾
我
部
弓
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会
　
12
月
定
例
会

故橋本満洲雄さん
■11月19日死去■91歳■遺族は悦子さん■温3区

11月20日から12月19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

　
胆
振
管
内
地
先
海
域
に
お
け
る

船
舶
（
釣
り
漁
法
）
に
よ
る
さ
く

ら
ま
す
の
採
捕
に
は
ラ
イ
セ
ン
ス

の
取
得
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　
胆
振
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
事
務
局
（
☎
０
１
４
３

－

24

－

９
８
１
２
※
直
通
）

▼
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
路
上
、
歩
道
上
、
は
み
出
し
駐

車
は
、
安
全
確
保
の
た
め
除
雪
が

で
き
な
い
う
え
、
近
隣
の
迷
惑
と

な
り
ま
す
。

▼
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い

　
屋
根
の
雪
、
間
口
に
残
っ
た
雪

な
ど
は
、
各
ご
家
庭
で
責
任
を
も

っ
て
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。
道
路

や
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
雪
を

出
す
と
、
交
通
の
妨
げ
や
歩
行
者

の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

▼
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る

　
大
雪
に
関
す
る
警
報
が
発
表
さ

れ
た
ら
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控

え
、
事
故
や
災
害
に
巻
き
込
ま
れ

さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
に
は

ラ
イ
セ
ン
ス
が
必
要
で
す

消
費
者
啓
発
パ
ネ
ル
展

の
開
催
に
つ
い
て

　
初
回
格
安
に
よ
る
定
期
購
入
契

約
、
著
名
人
を
騙
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投

資
詐
欺・ロ
マ
ン
ス
詐
欺
な
ど
様
々

な
新
手
の
悪
質
詐
欺
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
消
費
者
啓
発
パ
ネ
ル
展

で
対
処
す
る
知
識
を
得
て
、
消
費

者
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
展
示
期
間　
２
月
３
日（
火
）～

10
日（
火
）※
最
終
日
は
12
時
ま
で

▼
展
示
場
所　
役
場
本
庁
舎
町
民

ロ
ビ
ー
、
洞
爺
総
合
支
所
ロ
ビ
ー

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
（
☎
74

－

３
０
０
５
）

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
ず

２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事
前
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
※
定
員（
３
人
）

▼
日
　
時　
①
２
月
５
日（
木
）②

２
月
19
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

▼
場
　
所　
①
観
光
情
報
セ
ン
タ

ー
②
洞
爺
湖
町
役
場

▼
担
　
当　
①
井
口
敦
弁
護
士（
池

田
翔
一
法
律
事
務
所
）②
葛
生
翔
弁

護
士（
北
海
道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ　
住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」開
催

　
相
続
手
続
、
契
約
手
続
、
遺
言

書
や
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時　
①
１
月
17
日（
土
）②

２
月
21
日（
土
）９
時
30
分
～
12
時

▼
場
　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
82

－

７
０
２
３
担

当
：
河
合
）
／
住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
む

ろ
ら
ん
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
の
就

労
自
立
支
援
施
設
で
す
。そ
の
他
、

就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

▼
日
　
時　
２
月
12
日（
木
）13
時

30
分
～
15
時
30
分

▼
場
　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

▼
対
　
象　
15
～
49
歳
の
人・家
族

▼
内
　
容　
就
労
相
談・就
労
体
験

■
問
合
せ　
む
ろ
ら
ん
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎

０
１
４
３

－

50

－

６
１
８
６
）

故大宮佳子さん
■11月29日死去■92歳■遺族は明美さん■入4区

故岡田ヒデ子さん
■12月1日死去■89歳■遺族は晃さん■虻6区

故佐藤トキさん
■12月3日死去■85歳■遺族は尚平さん■虻5区

故伊藤繁子さん
■11月29日死去■101歳■遺族は文雄さん■成香

故加藤信子さん
■12月7日死去■91歳■遺族は康浩さん■虻8区

故三浦孝志さん
■12月8日死去■78歳■遺族は優子さん■虻6区

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　
生
活
環
境
課
（
☎
74

－

３
０
０
６
）

故笹川多喜子さん
■12月5日死去■97歳■遺族は栄悦さん■清水

故加藤秀男さん
■12月13日死去■99歳■遺族は大廣尚子さん■成香


